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１ はじめに 

 

中央審議会が 2021 年１月 26 日に公表した答申『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子

供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～』の中で，今後の初等中等教育のあ

り方が示された。『令和の日本型学校教育』とは，全ての子供たちの可能性を引き出すため，個別最適な学び

と協働的な学びを実現する学校教育であり，これらの学びを実現するためには，学校教育の基盤的なツール

として，ICT は必要不可欠なものである。１人１台の端末環境を生かし，端末を日常的に活用することで，

ICT の活用が特別なことではなく「当たり前」のことなるようにすることや，生徒自身が ICT を「文房具」

として自由な発想で活用ができるようにし，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が必要で

あると述べられている。また，学習履歴（スタディ・ログ）をはじめとした様々な教育データを蓄積・分析・

利活用することにより，生徒自身の振り返りにつながる学習成果の可視化がなされ，これらのデータをもと

にしたきめ細かい指導や学習評価が可能となるとも述べられている。すなわち，今後の学校教育において，

学習履歴（スタディ・ログ）等を活用した PDCAサイクルの改善を図ることや，進学や転学等の際にも学校間

で児童生徒のデータの引継ぎを円滑におこなうことなどにより，全ての子供たちの可能性を引き出すよう，

個々の状況に応じたきめ細かい指導や学習評価の充実，学習の改善を図ることをできるようにする必要があ

る。 

 

２ 研究の経過 

 

本校は 2013 年度より１人１台端末環境下での ICT を活用した教育を学校全体で実践している。数学科に

おいてもICTを活用して日々授業実践を行っている。昨年度の数学科の研究テーマ「数学科における ICTを

活用した指導と評価の実践研究～CBTを活用した学習評価の工夫・改善～」のもと，CBTを活用した学習評価

の工夫・改善においての実践を行った。学習評価を形成的評価（主に学習改善につなげる評価）と総括的評

価（主に評定に用いる評価）に分類し，「知識・技能」での学習評価だけでなく，「思考・判断・表現」，「主

体的に学習に取り組む態度」にも重点を置いた授業実践を行った。 

主に以下の２つの視点で CBTの活用を図った。 

 ① 単元計画に意図的な CBT の組込み（形成的評価に用いる「授業冒頭の CBT」，総括的評価に用いる「節



終了後のCBT」） 

 ② 自己調整学習シート(SRシート)(図１)の活用（「主体的な学習に取り組む態度」を見とるためのシート） 

  ※自己調整学習シートは各単元においての自己調整学習を促すためのシートである 

本校数学科ではSRシート（Self Regulated シート）と呼ぶ。 

   SRシートについても，ICTを活用しGoogleスプレッドシートを活用し作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SRシート【図１】 

 

１単元を節ごとに分け，節終了後にCBTを実施する。ま

た CBT実施後に SRシートを記入する。これを節ごとに繰

り返し，単元の終了後には章のまとめとして SR シートを

記入する。つまり節ごとに実施する CBTは教師側が「知識・

技能」を見とるとともに，生徒側はその節を振り返る材料

として活用する。また CBTの結果を見てから，SRシートを

記入することで自己調整についての客観的な理由とでき

る。このシートの内容は「主体的に学習に取り組む態度」

として学習評価としても活用が可能となる。これをイメー

ジ図にすると右のようになる（図２） 

CBT活用のイメージ【図２】 

＜「節終了後のCBT」活用例＞      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【節終了後のCBT】                【SRシート記述例】  



節終了後にCBTを行い，CBTの結果を踏まえ SRシートを記入できるようにした。また，SRシートは書く内

容の質の向上を考え，SRシート交流会も実施した。 

 昨年度の成果と課題は以下の通りである。 

（成果） 

〇意図的・計画的に CBTを単元計画に組み入れることで，「知識・技能」だけでなく，「思考・判断・表

現」や「主体的に学習に取り組む態度」を適切に評価することができるようになった。 

〇SRシートを記入する直前に CBTを行うことで，自身の記述に対して振り返りを行い，記述内容の質の

向上につながった。 

 

（課題） 

 ●CBTが学習評価に活用できることが分かったが，「思考・判断・表現」についての記述問題は，自動採

点がされないため，CBTには不向きであり，今後検討が必要であった。 

 ●意図的なCBTの組み込みにより，振り返りの記述の向上は見られたが，自己調整学習の促進まで至る

ことができなかった。 

 ●「個別最適な学び」に向けて生徒の学習状況をより正確に把握できる方法をさらに模索する必要があ

る。 

  

３ 本年度の研究 

 

昨年度の研究によりCBTやICTを効果的に活用することで学習の過程や成果を適切に評価することができ

た。今年度は，昨年度の研究を継続しつつ，「令和の日本型学校教育」の実現に向けて，学習履歴などの教育

データを蓄積・分析・利活用することについて実践したい。学習履歴を効果的に蓄積・分析・利活用するこ

とで「教師の指導改善」及び「学習者の学習改善」ができ，これにより指導と評価の一体化の実現が可能に

なると考えた。とくに学習者の学習改善に重点をおき，自己調整学習の促進を目指したいと考え，以下の研

究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

４ 研究実践例 

  

4.1 昨年度＋αの実践事例 

 

 ①単元計画に意図的・計画的なCBTの組み込み＋α 

  昨年度と同様にCBTを意図的・計画的に単元計画に位置付けた。節ごとに CBTを実施し，その後自己調

整学習シート（SRシート）を記入し，振り返りを行った。その実践に今年度は，＋αとして３つの視点を

加えた。 

  

 

数学科における ICTを活用した指導と評価の実践研究 

～自己調整学習を促す学習履歴の利活用～ 

 

 



 (1) CBTの工夫 

   昨年度の CBT は分野や内容によって実施時間や分量など変えていたが，今年度については CBT の時間

は５分間で設定し，基本的に「知識・技能」の問題を４問，「思考・判断・表現」を１問と固定し，生徒

が意欲的にかつ振り返りがしやすい形式へと変更した。これにより量的に評価するのではなく,質的に評

価することができるようになる。（図３）また，CBT 終了後に繰り返し復習ができるように練習用 CBT を

作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のCBT【図３】 

 

(2) SRシートの改良 

昨年と同様にSRシートについては活用しているが，より見やすく，書きやすくなるように項目などを

改良した。自己調整学習の一連の流れ「見通す→実行する→振り返る」を明確にし，「学習内容」の項目

を増やした。さらに，目標を立てる際など見通しを立てやすくするために，授業で用いるワークシート

は，これから学ぶ章や節についてはドライブに保存しておき,さらにワークシートの番号とシートの番

号を統一した。（図４）また作成したSRシートを授業の始め（授業開始前なども）に読み返す時間を設

定し，よりSRシートを意識させる工夫を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度のSRシート 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

今年度のSRシート【図４】 

 

  (3) 学習履歴（スタディ・ログ）の利活用 

CBT同様に学習履歴を残す時間，利活用する時間を設けた。学習履歴は Google Siteを用いてCBTな

どの結果やワークシート，授業で用いた教材などを Google Siteにまとめ（図５），振り返りを行っ

た。学習履歴の詳細については後述する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒個人の学習履歴【図５】 

  



以上＋αをまとめると本年度の実践については下記のようなイメージとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度（令和４年度）の実践イメージ             令和５年度の実践イメージ 

 

昨年度は節終了後に CBT を実施し，その後 SR シートを記入する流れであった。つまり節ごとに実施する

CBTは教師側が「知識・技能」を見とるとともに，生徒側はその節を振り返る材料として活用し，CBTの結果

をみてから，SRシートを記入するという流れであった。しかしこの形式だと SRシートの記述内容が CBTの

点数に依存することが多くなり，本来の自己調整学習からずれてしまった。そこで学習履歴を活用すること

で，点数だけではなく，作成物やまとめたプリント，話し合いの結果など，より客観的な指標で SRシートを

記述できるように工夫をした。それらを評価の材料として活用した。 

 

4.2 本年度の実践事例 

 

(1) Google Classroomの活用 

 今年度は，数学科だけでなく学校全体の取り組みとしてプラットフォームに Google Classroom（以下

Classroom）を活用した。数学科として Classroomは学習履歴の蓄積・分析として活用した。Classroomと

連携を図ることで，教師側は生徒の成績を一覧で表示すること（図６）や，エクセルやスプレッドシート

への簡単なエクスポートが可能となり，学習評価を迅速に行うことができる。また生徒にもこれまでの課

題やCBTの点数などを一覧表示すること（図７）も可能であり，学習履歴を容易に記録することが可能と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の画面【図６】                生徒の画面【図７】 



またルーブリックなどの作成も可能であり，それらも一覧で表示されるため，より詳細な振り返りができ

る。（図８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーブリック評価【図８】 

 

(2) 学習履歴の工夫（Google Siteの活用） 

 Classroom においても学習履歴としてこれまでのデータを蓄積することはできるが，どうしてもデータ

が次第に下に流れてしまい，視覚的にも見づらく，探しにくいという課題がある。またGoogle以外のアプ

リで作成したデータや紙媒体などClassroom内で１つのデータとして扱うことは難しい。こうした課題に

対して，Google Siteを用いることで解決する。Google Siteは Googleのアプリとの互換性があり，情報

の表示も視覚的にわかりやすく，整理しやすい特徴を有する。また，埋め込みなどの機能を利用して，異

なるアプリからのコンテンツを容易に表示させることが可能である。PDF や画像なども簡単にまとめるこ

とができるため，学習履歴としてデータを蓄積するには最適なツールである。そこで今年度数学科は生徒

一人ひとりに個別の Google Siteを作成させ，これまでの過去の学習データを蓄積させた。（図９）こちら

で大まかなテンプレートを作成したが，基本的に生徒それぞれの工夫のもとで蓄積を行った。こうするこ

とで，学習履歴がより体系的に整理され，継続的な成長を促すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業で用いたスプレッドシート【図９】 



  また，個別のGoogle Siteを作りやすいように，数学科のGoogle Siteも作成した。（図10）学習履歴

の他に，CBTや授業で活用したワークシートや資料なども載せてある。これらは個人の Google Siteと連

携されており，振り返りやSRシート記入の際にも活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科のGoogle Site【図10】 

 

4.3 具体的な活用事例 

  

 (1) Google Classroomの活用（ルーブリック評価） 

    【 中学校２年 １章 式の計算 レポート課題 】  

  分数を含む文字式の計算について，２種類の計算方法をそれぞれについて計算しやすい例を考える場面

（Google Jamboard・ルーブリック評価・コメント機能を活用して行った実践） 

   第２学年 １章 式の計算のレポート課題において下記のような課題（図11）を与え，提出後にコメン

ト機能を活用し，内容について教師からアドバイスを行い，再考させた。コメント機能を活用すること

で，教師からのアドバイスやそれに対する自分の考えなど学習履歴として残るため，その変容の様子に

ついても振り返りの場面で活用ができるとともに，評価の材料としても活用ができる。（図 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーブリック評価を活用した事例【図 11】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント機能を活用した変容の様子【図12】 

 

(2) CBTの活用 

 【 中学校１年 １章 正負の数 ３節 乗法と除法 CBT 】 

   CBTの問題は前述の通り，基本的に５分で５問（知識・技能１問，思考・判断・表現４問）の構成で作成

した。（図13）終了後にすぐに見直しをさせ，その後SRシートの記入，学習履歴の蓄積を行った。思考・

判断・表現の問題については，採点後返却（点数通知）を行った。(図14)CBTの結果一覧は１つのスプレ

ッドシートに集約される。（図 15） 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

CBTの画面【図13】                   CBTの結果一覧【図15】 

  

 

 

 

 

 

 

思考・判断・表現の問題の回答【図14】 



(3) Google Siteの活用（学習履歴） 

生徒１人１人の学習履歴についてはテンプレートを準備し，そこからそれぞれが振り返りを行いやすいよ

うにGoogle Siteをカスタマイズするように促した。 

テンプレートの内容としては次の項目を作成した。（図16） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

個人の学習履歴のテンプレート【図 16】 

 

テンプレートを参考に振り返りがしやすいように，それぞれがカスタマイズを行い蓄積させた。それぞれ

が行った工夫については学習履歴交流会を開催し，他者の工夫などを見たり説明させたりすることでより活

用しやすい学習履歴へと変容した。 

カスタマイズ例） 

①  CBTの蓄積（図17）：点数のみを蓄積する形式ではなく，点数と実際の CBTを同時に残す。 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

生徒の学習履歴（CBTの結果を蓄積）【図17】 

・プリント            ：授業で活用しているワークシートなどを蓄積する 

・資料          ：授業で活用したアプリや資料などを蓄積する 

・ワークシート（板書）  ：教師が板書したものの蓄積 

・SR シート              ：各個人のSRシートと他の学級の SRシート 

 



② 板書のまとめの蓄積（図 18）：授業のワークシートの要点のみを集める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業のワークシート【図18】           生徒の学習履歴（まとめの蓄積）【図18】 

 

(4) SRシートの活用  

 【 中学校１年 ３章 方程式 2節１次方程式の利用 】 

 ３章の１節が終了後にCBT（方程式の計算）を行い，その後 CBTの結果（図19）や学習履歴（ワークシー

トなど）(図20)を見ながら次の章の目標を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

SRシート（入力前）              CBTの結果【図 19】  

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

SRシート（入力後）               学習履歴【図 20】  



５ 成果と課題  

（成果） 

〇意図的・計画的に CBTを単元計画に組み入れること，また問題の形式を統一することで，生徒自身が

問題に取り組みやすくなり，「知識・技能」，「思考・判断・表現」を評価することができ，学習評価を

適切に行うことができるようになった。 

〇SRシートを「見通す」「実行する」「振り返る」と学習のプロセスをわかりやすい形式に変更すること

によって記述がしやすくなり，記述内容の質も向上し，自己調整学習の促進につなげることができた。 

〇Google Site を学習履歴に活用するとこで，Classroom では視覚的に見づらかったものと違い，視覚

的・体系的に表すことが可能となり，継続的な成長を促すことができた。またそれらをテスト前など

に確認することで点数の向上につながった。 

 

（課題） 

 ●学習評価に活用できることは分かったが，「思考・判断・表現」についての記述問題は，自動採点がさ

れないため，手間は同じであった。 

 ●Google Siteでの学習履歴の蓄積は，大変便利で実用的ではあるが，操作などに慣れるまで時間がか

かり思うように蓄積できていない生徒が多かった。 

 ●学習履歴を活用できている生徒とできていない生徒に差があった。 

 ●自己調整学習については，記述量の増加や質の向上を感じられてはいるが，促進されたことに対する

指標を示すことができなかった。 

 

６ おわりに  

   昨年度と引き続き，ICT を意図的・計画的に単元に組み込むことにより学習評価に関しては一定の成

果を得ることはできた。特にGoogle Siteを活用することで学習履歴が視覚的にも体系的にもまとまり，

振り返りの記述の質などを高めることができた。今後は１つの教科に限らず，全ての教科を１つの

Google Siteに残すことや生活面についての履歴などを残すことによって，教科等横断的な視点などを

意図的に与えることができるようになり，より自己調整学習を促せるのではないかと考える。 

（文責 有金 大輔） 
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